
 

４月によいスタートを切るために、 

２年生をしっかりしめくくりましょう 
いよいよ２年生もあと一か月になりました。１月、２月は、あっ

という間でしたね。学習の診断や学年末テストが終わり、ほっとし

ているかもしれませんが、ここから自分が何をすべきかを考え、そ

れを実行していくことが重要です。「終わりよければ全てよし」・・・   
いろいろとあった２年生の一年間をきちんと終わらせることが、次

への大きなステップになります。何と言っても、４月からは３年生。

進路を決める大切な一年が始まります。この一か月は３年生進級に

向けての最も重要な準備期間でもあるのです。 

 まずは、心の準備。最上級生となる３年生は「綾川中の顔」です。

１・２年生のお手本となって、学校のよい雰囲気を作っていくのが

３年生の役目です。学習態度や服装・頭髪等が乱れていないか、学

級・学年という大切なチームに迷惑をかけるような言動がないかを

チェックし、再スタートに向けた心の準備を始めましょう。 

 そして、勉強の準備。受験勉強が始まる３年生。現在の授業に取

り組む姿勢はどうでしょうか。学年末テストをきちんと見直して、

理解できていないところは今のうちに解決しておくことが大切です。

また、この機会に自分の勉強法を見直すことも必要です。一足早く

１・２年の復習を始めておくとよいでしょう。  （学年主任より） 

 

 

 

 

 春休みは、３月２５日（火）～４月６日（日）までです。春休み

中の宿題は、各教科の受験対策用のテキストが中心となります。計

画的に学習を進め、１・２年生で学習したことの総復習をしっかり

としてほしいと思います。この春休みで、基礎・基本を再確認する

ことが大切です。春休み期間の過ごし方が、３年生へのステップと

なることを期待しています。 

 

 

 

 

１年間を振り返ると、「本当にいろんなことがあったなあ」と改め

て感じています。そして、何よりもうれしかったのは、あなたたち

２年生が成長し、１年生の時よりさらに進化した学年になっている

ということです。「やればできる」「頑張れば自信につながる」。この

ことは、皆さんも確かな手応えとして感じているのではないでしょ

うか。 

改善点があれば、３年生への課題として気持ちを新たに克服して

いきましょう。皆さんが元気に一年を終えられることに、感謝の気

持ちでいっぱいです。一年間ありがとうございました。 

 

  

 

 

来年度４月の修学旅行に向けて、平和学習を行いました。原子爆

弾の被害にあった町「長崎」から、平和について考えました。 

なぜ長崎に原爆が落とされることとなったのかという歴史的背景

を知るとともに、戦争の悲惨さや核兵器の脅威について、当時の様

子を描いた紙芝居等から学びました。学習を通して、「当時の長崎の

子どもは、平和を知らないこともあるというのが心に残りました」

「私たちは“今”に感謝しなければならないと思いました」といっ

た感想が上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈お願い〉 

進路について、２年生では職業について学び、そこから自分の進

みたい道について考えました。 

進路を選択していくには、「自己理解」「情報収集」「学力向上」が

必要となってきます。「情報収集」のために、タブレットを使って高

校調べを２月末に行いました。また、進路希望調査を配布した際に

は、ご家庭でも進路について話し合い、現在の希望をご記入してい

ただけたことと思います。希望の進路の実現のために、今何を大切

にすべきなのかについてもご家庭で話し合っていただければと思い

ます。 

 

〈お礼〉 

本校の教育活動にご理解、ご協力ありがとうございました。行き

届かない点もありましたが、温かく見守っていただきましたことに

感謝申し上げます。子どもたちは、この一年で確実に成長を遂げま

した。たくさんの可能性を秘めた１６９人が、３年生でもどこまで

伸びるのかとても楽しみです。一年後の進路決定、卒業式に向けて、

より一層素晴らしい学年集団を作るべく、生徒とともに頑張ってい

きます。 

一年間お世話になりました。来年度もどうぞよろしくお願いいた

します。また、学年通信「夢限大」を読んでいただきありがとうご

ざいました。                 （２学年職員一同） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和６年度 ２年団通信 第１１号 ３月３日（月） 

 

◆３月の集金額は、以下の通りです。 

給食費      ５,３３０ 円 

 教材費（R７ 4月、5月分） 

         ４,９４０ 円 

          合計       １０,２７０  円 

口座振替日または、クレジットカード引き落とし日

までに、通帳等の残金をご確認ください。 

【 平和について考えた発表スライド 】 

【 永井隆博士の生涯についてのビデオ視聴 】 



 

 

 

 

 

１組 

 この一年間を振り返ると、クラス全体としての成長を感じること

が多かったです。最初は新しいクラスメイトとの関係に少し戸惑う

ことがありましたが、時間が経つにつれ、お互いを理解し、協力し

合うことができました。クラスでの行事や活動を通じて、仲間との

絆が深まり、みんなで一緒に過ごす時間が楽しく感じられるように

なりました。 

苦手な教科の授業にも、やる気をもって積極的に挑戦する姿勢が

身に付きました。最初は意見を言うことが少なかった人も、次第に

自分の考えをしっかりと伝えられるようになり、意見交流が盛り上

がることもありました。 

この一年を通して、個人としてもクラスとしても成長し、充実し

た一年を過ごすことができました。来年も成長できるよう、頑張り

たいです。                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２組 

私が、この一年を通して心に残ったことは 2つあります。 

１つ目は、校内音楽祭です。練習を始めたばかりの頃はうまく歌

えなかったり、練習に参加していない人がいたりして、クラスのみ

んながばらばらになっていました。しかし、リハーサルの際、上手

く歌えずに悔しい思いをしたことで、クラス一丸となって練習しよ

うという意識が生まれ、本番まで力を合わせて頑張りました。そし

て本番では、銀賞を獲得することができ、とても嬉しかったです。 

２つ目は、職場体験学習です。当日、少し緊張することもありま

したが、仕事をするにあたって大切にすべきことが分かり、本当に

勉強になりました。 

このほかにも、２年生なってからたくさん学ぶことがありました。

３年生になっても、これらを忘れず、普段の生活や受験に生かして

いきたいです。                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３組 

私が、３組の団結力を感じたのは、新しいクラスになってからの

体育祭が始まりです。私たちが体育祭で目標としていたことは、「毎

回の練習にどのクラスよりも早く行くこと」でした。簡単なことだ

と思っていても、クラスみんながやる気になって臨まないと達成で

きず、難しいことでした。 

また、校内音楽祭も同じです。クラスで合唱をしている意味は何

か、何のためにしているのかを考え続ける日々でした。しかし、本

番で歌い終えた後には、皆晴れやかな顔をしていました。 

行事が終わると、私たちは、授業や給食等、普段の学校生活に全

力で取り組むことを目標にしました。その目標を最後の日にまで達

成できるよう頑張っていきます。たくさんの課題をともに乗り越え

てきた私たちなら、最後までやり切れると信じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４組 

私が印象に残っている４組での思い出は、体育祭と、普段の学校

生活や授業です。 

体育祭では、練習からみんな真剣に取り組み頑張りました。しか

し、予行演習では優勝することができず、悔しかったです。その悔

しさをばねに、体育祭本番では、ほとんどの競技で好成績を収め、

４組全員の力で優勝を勝ち取ることができました。特に、大縄跳び

では、練習でもできなかった３０回以上の跳躍を達成し、とても嬉

しかったです。みんなには本当に感謝しています。 

また、普段の授業では、４組は発表やペア活動等を積極的にして

いて、毎回楽しく受けることができました。休み時間も笑いが絶え

ず、本当に明るいクラスだと思います。私は４組のみんなに出会え

て、クラスメイトとして過ごすことができて良かったです。４組で

の思い出も大切に、来年も学校生活を楽しんで、頑張りたいです。                                             

 

 

５組 

私がこの 1年間で学んだことは、課題とその解決方法を見付ける

こと、そして、行動するということです。 

２学期中間テストで今まで以上に勉強したにも関わらず、あまり

思うような点数を取ることができず、挫折感を味わいました。しか

し、先生方や家族の支えのおかげで今では前を向いて、頑張ってい

こうと思えるようになりました。 

それまでの私は、ただ単に何回もワークを解き直して勉強してい

ました。しかし、そのやり方を見直して、何が苦手なのかを分析す

るようにしました。苦手なところを何回も解いていくことで、だん

だんと発展的な応用問題も解けるようになりました。 

 頑張っても結果が出なかったという経験も自分の糧になるのだ、

ということをこのことから学びました。来年度は、３年生。いよい

よ受験生です。これから受験に向けて自分は何ができるのかよく考

えて行動していきたいです。                      

 


